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今月号の主なトピックス 

●新年のごあいさつ・役員一同 
●子会社ごあいさつ・第２８回県ＪＡ大会開催・第３０回ＪＡ祭開催 
●女性部活動（産業祭に参加して・第５回健康体操教室・そば打ち教室）・ 
　貸住宅部会 視察研修旅行 
●第８回県北地区ＪＡ組合員文化趣味展開催・風邪のひき始めにつぼ刺激 
●人形供養祭・子会社紹介 
●ベジタブルライフ 
●農業振興室だより・第３７回朝市開催・ 
　明秀学園日立高校へ寄付をいたしました。・理事会だより 
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日立市多賀農業協同組合 
日立市多賀町1-12-10 
TEL（0294）（33）0 0 4 8  
http://www.ib-ja.or.jp/ja/taga/

　 橋 秀 明  

「 日 の 出 」（大洗町） 
瀬谷　好英 氏  撮影（大沼町） 
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　去る 12月 1日（土）多賀市民プラザ広場にて、「第 30回ＪＡ祭」が開催されました。天候にも恵ま
れ、毎年大人気の女性部けんちんうどん・そば、やきとり、もち米の販売、お楽しみクジ等が行われ、
長蛇の列ができました。また、今回は第30回を記念し、大抽選会を開催致しました。 
　ステージでは、大久保ばやし保存会の子どもばやし、もじゃ～るパフォーマー、カインドアミーゴ
オーケストラ、CANDY★ BOXなどの各種イベントにより、大盛況となりました。多くの組合員及
び地域住民の皆様にご来場いただきましてありがとうございました。 
ステージでのイベントの様子 大抽選会の様子 

女性部の様子 
販売の様子 

第28回 県JA大会開催 第28回 県JA大会開催 
三本柱継続を決議 
　JAグループ茨城は、つくば市ノバホールで第28回県JA大会を開き、
多くのJA関係者が参加しました。運動名を「組合員とともに創る茨城
農業と豊かな地域社会～更なる協同の深化へ～」とした大会では、前
回大会で決議した「農業」「地域・暮らし」「組織・経営」の三本柱を継
続・深化させ、自己改革を実現するための組織・事業基盤の拡充強化
に努めることを決議しました。大会では、前年度決議された「農業者
の所得増大」「地域とくらしを豊かにする協同組合運動の実践」「JA
自己改革を実現するための組織・事業基盤の拡充強化」の三本柱を
継続し、JA自己改革を着実に実践していくことが決議されました。
JA茨城県五連の佐野治会長は、次期3ヶ年における各JAの自己改革
が組合員・地域住民に理解・評価されるよう対話を進め、各ＪＡの役職
員が一丸となって実践していきたいと話ました。 



～女性部活動～ ～女性部活動～ ～女性部活動～ 
　去る、11月10日（土）11日（日）日立市主催の産業祭が「池の川
さくらアリーナ」にて開催されました。 
　今年のメニューは、『けんちんうどん・そば』を販売いたしました。 
　また、漬物部会から部会の皆様が手塩に掛けた、『野沢菜漬け』・『梅
干しの味』を販売いたしました。 
　昨年に引き続き、今年も両日とも

天気に恵まれ、けんちんうどん・そばや漬物が飛ぶように売れ、早々に完売となり
盛況のうちに終わりました。 
　前々日、前日から役員・部員の方々が当日販売するけんちんの下ごしらえをし
ていて大変そうですが、皆様楽しそうにわきあいあいと作業をされていました。
　今後もこのような女性部の活動を通じて、地域の方とのふれあいを大切にし
ていきたいと思います。 

　平成30年度、最後の健康体操教室が10月16日（火）にお
こなわれました。 
　講師の塚田かほるさん、小沼美智子さん、中根武子さん3
人に楽しくご指導をして頂きました。 
　床での、筋肉トレーニング

のヘルス体操・みんなで輪になっての脳トレなどのレクリエーション、「明日輝く
ために」の歌を手話でおこないました。 
　「明日輝くために」の手話も回数を重ねていくうちに、みなさん大変上手に
なっています。 
　今年度は、ボールを使った健康体操をいたします。ボールは健康体操教室で
用意いたします。今年度も趣向をこらした教室を予定しておりますので、多数の
部員皆さまの参加をおまちしております。 

　平成30年度最後の事業、そば打ち教室を12月12日（水）

13日（木）の2日間開催しました。 

　講師には、例年どおりそば打ち4段の腕前を持つ橘道子女

性部長を迎え行われました。 

　今回は、17人の方が2グループにわかれてそば打ちをしました。橘部長が大

事なポイントやアドバイスの説明をするのを聞きながら、皆様は器用に手を動か

し、不安な点や、うまく形にならないところを、部長に手直ししていただきながら、

『そば』が出来ていく過程を楽しんでおりました。 

　今年もまた、おいしそうに仕上がった『そば』を皆様おみやげに帰宅されました。 

第5回 

－日　時－ 
2018年11月13日（火）・14日（水） 
－研修先－ 
大和ハウス栃木二宮工場大和ハウス栃木二宮工場 

－日　時－ 
2018年11月13日（火）・14日（水） 
－研修先－ 
大和ハウス栃木二宮工場 

　
去
る
十
一
月
十
三
日

（
火
）・
十
四
日（
水
）

の
二
日
間
に
わ
た

り
貸
住
宅
部
会

視
察
研
修
旅
行

を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。 

　
一
日
目
の
午

前
中
に
大
和

ハ
ウ
ス
栃
木

二
宮
工
場
に

て
最
先
端
の

住
宅
設
備
を

視
察
し
ま
し
た
。

な
か
で
も
ジ
オ

ラ
マ
館
は
大
和
ハ

ウ
ス
グ
ル
ー
プ
が
手

掛
け
た
建
物
を
ひ
と

つ
の
街
に
し
た
施
設
で
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ

を
利
用
し
た
演
出
は
と
て
も
見
ご
た
え
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
他
の
施
設
も
楽
し
み
な
が
ら
体
感
で
き
る

内
容
で
、今
後
の
賃
貸
経
営
の
大
変
良
い
参
考
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、蔵
の
街
散
策
・
田
島
弥
平
旧
宅

（
世
界
遺
産
）と
趣
の
あ
る
建
物
を
見
学
し
、一
日
目
を

終
え
ま
し
た
。 

　
翌
日
二
日
目

は
こ
ん
に
ゃ
く

パ
ー
ク
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
川

越
市
菓
子
屋
横

丁
・
喜
多
院
と

見
学
し
て
早
め

に
帰
路
に
就
き

ま
し
た
。 

　
今
後
と
も
部

会
員
の
皆
様
に

と
っ
て
有
意
義

な
研
修
を
企
画

し
て
参
り
ま
す
。 

参加者の皆様 
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風
邪
の
ひ
き
始
め
に
つ
ぼ
刺
激 （1）右腕は内側を向け、左の 

親指で孔最を押さえます。 
（2）右手のこぶしを握りながら 
（グー）、右腕を軽く曲げます。 

（3）右腕を伸ばしながら手を 
開きます（パー）。 

孔最は肘の内側から 
5～6cm分下 

（2）（3）の動きを20秒ほど繰り返します。左手も同様に行います。 

つぼを押しながらグーパーグーパー 

　
寒
い
季
節
は
空
気
が
乾
燥
し

て
風
邪
を
ひ
き
や
す
く
な
り
ま

す
。
今
回
は
、
せ
き
や
喉
の
痛

み
な
ど
呼
吸
器
系
の
症
状
を
和

ら
げ
、
風
邪
に
効
果
的
と
い
わ

れ
る
つ
ぼ
を
使
っ
た
体
操
を
ご

紹
介
し
ま
す
。 

　
腕
の
内
側
に
あ
る
、
孔
最（
こ

う
さ
い
）と
呼
ば
れ
る
つ
ぼ
を
、

反
対
側
の
親
指
で
強
め
に
押
し

な
が
ら
、
手
を
グ
ー
パ
ー
繰
り

返
し
な
が
ら
動
か
し
ま
す
。
ち

な
み
に
、
風
邪
の
と
き
に
孔
最

を
押
す
と
痛
み
が
感
じ
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

　
パ
ー
は
指
先
ま
で
伸
ば
し
ま

す
。
秒
針
程
度
の
速
さ
で
始
め
、

慣
れ
て
き
た
ら
少
し
ず
つ
速
く

し
て
み
ま
し
ょ
う
。「
イ
チ
、
ニ
、

イ
チ
、
ニ
」
と
声
を
出
し
な
が

ら
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
行
う
と
良
い

で
し
ょ
う
。 

　
応
用
と
し
て
、
グ
ー
の
と
き

の
親
指
を
、
内
側
と
外
側
の
交

互
に
出
し
入
れ
し
な
が
ら
動
か

す
と
、
よ
り
刺
激
が
入
り
ま

す
。
風
邪
の
ひ
き
始
め
に
、
ぜ

ひ
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。 
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　昨年の12月19日（水）から24日（月）までの6日間、組合員の文化活動の成果を披露するJA組合員
文化趣味展が水戸市にある茨城県立県民文化センターにおいて開催されました。JA常陸、JA水戸、
JA日立市多賀の3JAの実行委員の協力の下に無事に開催することができました。400点を超える、
写真・絵画・書道・生け花・手芸などの作品は、大変迫力があり来場者からも驚きと感動の声が挙
がりました。くらしの活動を通し、組合員の方々の文化的な作品を広く一般の皆様にアピールでき
た素晴らしい展示会となりました。出品していただいた組合員の皆様、ありがとうございました。 



　昨年の11月18日（日）に日立南部
葬祭場に於いて、平成30年度の人形
供養祭が開催されました。 
　来場者数、計677名という大勢の
お客様にご来場を頂き盛大にそして粛々と供養祭は執り行われました。 
　ご供養後に抽選会が執り行われ、多くの景品をお渡しすることができました。 
　アンケートの集計でも、大変良い・良いと回答して頂いたお客様が合計で90％以上を占めた結果を鑑みると
概ねご満足を頂けたものと、社員一同胸を撫で下ろしています。 
　このように大勢のお客様が見えられた供養祭ですが事故なく無事に終えることができましたのも、この供養祭
にご参加頂きましたお一人、お一人様のご協力があってこそであると感謝しております。 
　今後希望するイベントとして、アンケートでは1位人形供養祭、2位提灯供養祭、3位葬儀セミナーというような
希望でした。この結果を社員一同でよく熟考し、今年のイベントへと繋げていきます。 
　最後にはなりますが皆様方のご協力に対し、社員一同深謝し、御礼とさせて頂きます。 

祭典たが 
日立市多賀町1－12－10

日立南部葬祭場 
日立市茂宮町770

受付けには大勢のお客様 千福寺ご住職様による供養 抽選会の模様 

Ｊ Ａ た が  平成31年 1月発行 第 202号（6） 

（有）多賀協同サービス （有）多賀協同サービス （有）多賀協同サービス 子会社 
紹介 
子会社 
紹介 
子会社 
紹介 

社 員 紹 介社 員 紹 介  社 員 紹 介  

　JA日立市多賀の子会社であり、主に葬祭事業を行っております。 

　JA日立市多賀本店の敷地内にある事務所「祭典たが」を中心に、茂宮町にある「日立南部葬祭場」

を運営しております。葬儀に精通した社員が在籍しておりますので、安心してお任せください。 

阿久津　修 海野　智幸 橋本　薫 　橋　千寛 　橋　優之 

勝村　由美子 伊東　美登子 原田　美穂 大江　裕子 
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日
　
時
　
平
成
三
十
年 

　
　
　
　
十
月
二
十
六
日（
金
） 

　
　
　
　
午
後
二
時 

場
　
所
　
本
店
二
階
小
会
議
室 

　 ◆
協
議
事
項
◆ 

(1)
「
組
合
員
規
程
」
お
よ
び
「
組
合

員
規
程
書
式
」
の
一
部
変
更
に
つ

い
て 

(2)
「
役
職
員
教
育
規
程
」
の
新
設
お

よ
び
「
役
職
員
教
育
訓
練
規
程
」

の
廃
止
に
つ
い
て 

(3)
購
買
業
務
規
程
の
一
部
変
更
に
つ

い
て 

(4)
経
理
規
程
附
則
規
定
「
決
算
実
施

要
領
」
の
一
部
変
更
に
つ
い
て 

(5)
貸
付
金
に
つ
い
て 

(6)
そ
の
他 

　 ◆
報
告
事
項
◆ 

(1)
不
祥
事
再
発
防
止
策
の
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て 

(2)
平
成
三
十
年
度
Ｊ
Ａ
共
済
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
点
検
報
告
に
つ
い
て 

(3)
事
務
ミ
ス
報
告
に
つ
い
て 

(4)
会
計
監
査
人
を
希
望
す
る
監
査
法
人
・

公
認
会
計
士
の
募
集
に
つ
い
て 

(5)
そ
の
他 

　 　 日
　
時
　
平
成
三
十
年 

　
　
　
　
十
一
月
二
十
七
日（
火
） 

　
　
　
　
茨
城
県
常
例
検
査
講
評 

　
　
　
　
終
了
後 

場
　
所
　
本
店
二
階
小
会
議
室 

　 ◆
協
議
事
項
◆ 

(1)
平
成
三
十
年
度
上
期
監
事
監
査
指

摘
事
項
回
答
に
つ
い
て 

(2)
年
末
年
始
の
営
業
に
つ
い
て 

(3)
資
産
自
己
査
定
要
領
の
一
部
変
更

に
つ
い
て 

(4)
職
制
規
定
「
業
務
分
掌
兼
職
務
権

限
表
」
の
一
部
変
更
に
つ
い
て 

(5)
貸
出
決
裁
権
限
表
の
一
部
変
更
に

つ
い
て 

(6)
農
業
経
営
拡
大
資
金
に
か
か
る
融

資
要
項
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

(7)
貸
付
金
に
つ
い
て 

(8)
そ
の
他 

　 ◆
報
告
事
項
◆ 

(1)
不
祥
事
再
発
防
止
策
の
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て 

(2)
組
合
員
加
入
・
脱
退
状
況
お
よ
び

部
門
別
実
績
に
つ
い
て 

(3)
第
三
十
回
Ｊ
Ａ
祭
に
つ
い
て 

(4)
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
取
組
状
況
に
つ
い
て 

(5)
自
主
検
査
報
告
に
つ
い
て 

(6)
事
務
ミ
ス
等
の
発
生
状
況
に
つ

い
て 

(7)
疑
わ
し
い
取
引
の
対
応
に
つ
い
て 

(8)
相
談
・
苦
情
等
対
応
状
況
に
つ

い
て 

(9)
Ｃ
Ｃ
Ｓ
定
期
確
認
該
当
件
数
に
つ

い
て 

(10)
不
良
債
権
お
よ
び
延
滞
債
権
状
況

に
つ
い
て 

(11)
会
計
監
査
人
予
定
者
の
決
定
に
つ

い
て 

(12)
内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て 

(13)
そ
の
他 

農業振興室だより 農業振興室だより 
　現在、農業振興室ではブロッコリー・カリフラワー・白菜・ネギの収穫の

真っ盛りです。順次、収穫予定の作物の追肥や水の管理を行い、JAゆめた

が店舗へ商品を出荷予定です。まだまだ寒い日が続きますが、今年も一年間、

皆様に安心して食べていただける農作物作りを頑張って参ります。 

　組合員の皆様で、畑の耕運・除草等の相談がありましたら、農業振興室に

相談・電話してください。　　　　 農業振興室　TEL 0294－33－5220

 平成30年12月15日（土） 第37回 朝市開催 
　去る12月15日（土）第37回朝市を開催しました。今回は有料駐車場にて朝8時
30分から11時まで開催しました。生産者の朝どり野菜はもちろんJA旭村の新鮮
野菜やくだもの、野菜の詰め放題など、特に人気となりました。また、女性部の協力
でかぼちゃ汁無料配布、フラワーグリーン会によるたこ焼き販売など、とても喜ばれ
ました。 
　今後も組合員・地域の皆様に喜んでもらえる朝市を開催してまいりますので、毎
月第3土曜日の朝市にお越しいただきますようよろしくお願い致します。 

　今後の朝市（毎月第3土曜日）予定 
　1月19日（土）、2月16日（土）朝8時30分から10時 

明秀学園日立高校へ寄付をいたしました。 明秀学園日立高校へ寄付をいたしました。 
　第97回全国高校サッカー選手権大会に明秀学園日立高校が
茨城県代表として出場されます。健闘を祝い、当JA　橋組合
長より寄付をいたしました。日立市の活性化とともに部員の
活躍を願います。 

写真（右から  小野理事長  塙教頭  　橋組合長  松原サッカー部コーチ） 


